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1 ．試験開始の合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。

2 ．学部・学科別の出題科目及び選択方法は以下のとおりです。間違いのないよう十分注意してください。

3．出題科目のページは以下のとおりです。

4．解答用紙は 1枚のみ回収します。
　　解答は，解答冊子の中から選択した科目の解答用紙 1枚を切り取り，全てそこに記入してください。

5．問題冊子及び解答冊子の印刷不鮮明，ページの落丁，乱丁，汚れ等に気付いた場合は手を挙げて監督者
に知らせてください。

6． 試験開始の合図があったら，解答用紙に受験地，受験番号を記入して，解答を始めてください。

7． 試験終了の合図と同時に解答をやめてください。

8． 問題冊子及び残った解答冊子は持ち帰ってください。
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第 1問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

問 1　 次の物質のうち混合物を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）鉄　　　　　（イ）ドライアイス　　　　（ウ）エタノール

（エ）石油　　　　（オ）酸素

問 2　 次の物質の組み合わせのうち，互いに同素体であるものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号

で答えよ。

　

（ア）　金　―  白金

（イ）　メタノール　― エタノール

（ウ）　ダイヤモンド ― 黒鉛

（エ）　酸素 ― ドライアイス

（オ）　石英 ― 水晶

問 3　 次の物質のうち，共有結合のみからなる結晶を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

　　

（ア）アルミニウム　　　　　　（イ）塩化ナトリウム　　　　（ウ）二酸化炭素　

（エ）水酸化カルシウム　　　　（オ）二酸化ケイ素

問 4　 次の分子のうち , 三重結合をもつ分子を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）N2 　　（イ）CO2 　　（ウ）H2O　　（エ）　HCl　　（オ）　NH3

問 5　 次の（ 1）～（ 3）の文章を読み，① ～ ⑤に適する数値を答えよ。

　

（ 1）14C の陽子数は（  ①  ）である。

（ 2）塩素原子の価電子の数は（  ②  ）である。

（ 3）  原子番号が 10 の原子の電子数は，K殻に（  ③  ）個，L殻に（  ④  ）個の配置となり，

価電子の数は（　⑤　）である。
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第 2問　次の問いに答えよ。

問 1　 水酸化カルシウム 0.37 gを水に溶かして 500 mLとした。次の問に答えよ。ただし，原子量

は H = 1.0，O = 16，Ca = 40，log102 = 0.3，水のイオン積 Kw = 1.0× 10-14 （mol/L）2とする。

　　　（ 1）この水溶液のモル濃度（mol/L）を答えよ。 

　　　（ 2）この水溶液の pHとして最も適切な数値を（ア）～（オ）のうちから1つ選び記号で答えよ。

　　　　　（ア）pH 1.7　　　（イ）pH 2　　　（ウ）pH 11.7　　　（エ）pH 12　　　（オ）pH 12.3

　　　（ 3）水酸化カルシウムと塩酸の中和反応を化学反応式で答えよ。

　　　（ 4）  この水溶液に 0.05 mol/Lの塩酸を加えたところ，20 mL加えたところで完全に中和した。

この水溶液の体積 （mL）を答えよ。

　　　（ 5）  中和滴定に使用する次の実験器具のうち，加熱乾燥をしてよい器具を（ア）～（オ）

から 2つ選び記号で答えよ。

　　　　　（ア）コニカルビーカー　　　（イ）ホールピペット

　　　　　（ウ）ビュレット　　　　　　（エ）メスフラスコ

　　　　　（オ）ろうと
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第 3問　次の文章を読み，以下の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　血液は，酸素や二酸化炭素，ブドウ糖などの栄養素や老廃物などさまざまな物質が含まれてお

り，生体全体に運搬する役割がある。また，ホメオスタシス（生体恒常性）と密接な関係があり，

血液の浸透圧は大きな変化がないよう維持されている。そのため，ヒトに点滴で医薬品を投与する

ときには，体液と浸透圧が等しい生理食塩水などを用いることが望ましい。

　血液の pHもまた，ほぼ一定に維持されており，それには血液中の電解質のひとつである重炭酸

（炭酸水素）イオンが大きな役割を担っている。血液が酸性に傾くと①重炭酸イオンは水素イオン

と反応し炭酸となり，さらに炭酸は（　a　）と（　b　）を生じる。（　b　）は，呼吸により体外

に排出されるため，血液の pHは一定に保たれる。

　ある種の糖尿病治療薬は，血液中の②乳酸濃度を上昇させ，血液の pHを酸性に傾ける副作用が

ある。しかしながら，乳酸は，塩基である重炭酸イオンと反応することで，血液中の pH変化を緩

衝することができる。

問 1　 生理食塩水の質量パーセント濃度を 0.90 %とするとき，生理食塩水 500 g中に含まれる塩

化ナトリウムの物質量（mol）を有効数字 2桁で答えよ。ただし，食塩には塩化ナトリウム

のみが含まれているものとする。また，原子量は，Na = 23，Cl = 35.5とする。

問 2　 37 ℃における問 1の生理食塩水の浸透圧は何 Paか。ただし，気体定数は R = 8.3× 103 

Pa･L/（mol･K），生理食塩水の密度は d = 1.0 g/mL，塩化ナトリウムは完全に電離している

ものとして有効数字 2桁で答えよ。

問 3　 下線部①について，化学反応式で答えよ。

問 4　 文中の空欄（　a　）および（　b　）を補うのにもっとも適切な分子式を答えよ。
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問 5　 下線部②の乳酸の構造について，正しいものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

ただし，立体異性体は無視するものとする。

　　　（ア）　　　　　　　　　　　　　　（イ）　　　　　　　　　　　（ウ）

　　　（エ）　　　　　　　　　　　　　　（オ）
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第 4問　次の文章を読み，以下の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　分子式 C7H8Oで表される芳香族化合物A～ Cがある。これらの化合物について，実験 1～ 4を

行ったところ，次のような結果が得られた。

実験 1：沸点を調べたところ，化合物Cの沸点がもっとも低かった。

実験 2：水酸化ナトリウム水溶液中に入れると，化合物Aのみが速やかに溶解した。

実験 3：  酸性条件下で過マンガン酸カリウムを反応させると，化合物Aからは化合物Dが，化合

物Bからは化合物Eが得られた。

実験 4：  鉄粉存在下で塩素と反応させると，ベンゼン環の水素原子を一つ塩素原子で置換したもの

が得られた。

問 1　 化合物Cの構造式として適切なものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

　　

　

　　

問 2　 化合物Bの名称を答えよ。

問 3　 実験 4において，化合物Aから得られる可能性のあるモノクロロ化体の構造異性体の数は

2個である。化合物Aの構造式を答えよ。

問 4　 化合物Dと Eの構造式をそれぞれ答えよ。

問 5　 化合物Cよりも，化合物Aや Bの沸点が高い理由を 20字以内で答えよ。
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第 1問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 3）に答えよ。

　ある遺伝子を含む DNA断片を取り出し，それを別の DNAにつないで細胞に導入することを遺

伝子組換えという。遺伝子組換えを行うには，DNAの切断，別の（A）DNAとの連結，さらに組換

えた DNAを細胞へ導入する技術が必要になる。DNAの特定の塩基配列を識別してその部分を切

断する酵素を制限酵素とよぶ。制限酵素の中には，2本のヌクレオチド鎖が数塩基ずれた位置で切

断するものがあり，切断部には互いに相補的な塩基配列をもった 1本鎖の突出部ができる。この

時，同じ制限酵素で切断した別の DNA断片を混合すると，相補的な塩基同士が水素結合する。こ

こに DNA同士を連結させる物質を作用させると DNA断片同士が連結し，組換え DNAができる。

　遺伝子は（　①　）に組みこまれて導入されることが多い。大腸菌の場合，もともと自身の

DNAとは別に，独立して増殖する（　②　）とよばれる小さな環状の DNAをもっており，これ

が（　①　）として利用される。

　例えば，大腸菌にヒトのインスリンを生産させる場合，（　②　）とヒトのインスリン遺伝子を

含む DNAを同じ制限酵素で切断して混合し，DNAを連結させると，ヒトのインスリン遺伝子を

含む（　②　）ができる。ヒトのインスリン遺伝子には（　③　）が含まれているため，あらかじ

め（　③　）を除いたインスリン遺伝子を組み込む必要がある。

問 1　 下線部（A）について，このようなはたらきをする酵素の名称を記せ。

問 2　 文中の空欄（　①　）～（　③　）を補うのに最も適切な語句を記せ。

問 3　 DNAの塩基配列がランダムであると仮定すると，約 460 万塩基対からなる大腸菌の DNA

を，6つの塩基配列を認識する制限酵素で切断したとき，いくつの断片が生じるか。次の

（ア） ～ （オ）の中から最も近いものを選び記号で記せ。

　　　（ア）200 　　　（イ）500 　　　（ウ）1000 　　　（エ）2000 　　　（オ）10000
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図 1

（ア）
（イ）

（ウ）

第 2問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 5）に答えよ。

生物の代謝は，大きく同化と異化に分けられる。異化の代表的なものとして，発酵と呼吸がある。

発酵は微生物が有機物を分解し ATPを得る反応である。呼吸は酸素を用い有機物を水と二酸化炭

素にまで分解し ATPを得る反応である。発酵の 1つに（A）アルコール発酵がある。（B）アルコール

発酵では解糖系によって ATPがつくられる。一方，呼吸における ATP生成は複雑である。解糖系と

（C）クエン酸回路でも ATPがつくられるが，最も多く ATPがつくられるのが電子伝達系である。電

子伝達系での ATP合成はミトコンドリアの内膜で行われる。内膜での ATP合成のしくみは，次の

a，b，cの過程により行われると考えられている。

a　 解糖系とクエン酸回路で生じた水素に由来する電子が，ミトコンドリア内膜にある酵素群へ運

搬される過程で生じるエネルギーを利用し，水素イオンを（　①　）から内膜と外膜の間の空

間へくみ出す。

b　 内膜と外膜の間の空間の方が（　①　）より水素イオンが高濃度になり，内膜をはさんで水素

イオンの濃度勾配ができる。

c　 内膜にある（　②　）酵素は水素イオンが濃度勾配に従って移動するエネルギーを利用し，

ADPから ATPを合成する。

次の図 1は，ミトコンドリアの断面図である。

問 1　 下線部（A）について，アルコール発酵を行う生物を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答

えよ。

　　　（ア）大腸菌　　（イ）酵母　　（ウ）乳酸菌　　（エ）納豆菌　　（オ）硫黄細菌

問 2　 文中の空欄（　①　），（　②　）を補うのに最も適切な語句を（ア）～（オ）から選び

記号で答えよ。

　　　（ア）クリステ　　（イ）ATP合成　　（ウ）マトリックス　　（エ）DNA合成

　　　（オ）ストロマ
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問 3　 下  線部（B），（C）について，解 糖系は細胞のどこで行われ，また，クエン酸回路はミトコ

ンドリアのどこで行われるか，それぞれ名称を答えよ。また，クエン酸回路の行われる場

所を，図 1の（ア）～（ウ）の記号で答えよ。

問 4　 下線部（B）より，ア ルコール発酵は解糖系によって ATPがつくられる。一方，呼 吸は，解

糖系，クエン酸回路，電子伝達系のそれぞれで ATPがつくられる。ア ルコール発酵と呼吸

において，同じ量のグルコースを材料にした場合，ATP生成について，呼吸ではアルコー

ル発酵の何倍つくられるか，数値を記せ。

問 5　 薬品 Dは，ミトコンドリアの内膜にはたらき，内膜をはさんで水素イオンの濃度勾配がで

きると，ただちにそれを解消する。呼吸を行っているミトコンドリアに薬品 Dを作用させ

ると，ATPの合成と酸素の吸収について，どのようになると考えられるか。（ア）～（エ）

から 1つ選び記号で答えよ。ただし，薬品 Dは水素イオンの輸送のみにはたらき，他のは

たらきを阻害しないものとする。

（ア）ATPは合成され，酸素の吸収はある。

（イ）ATPは合成され，酸素の吸収はない。

（ウ）ATPは合成されず，酸素の吸収はある。

（エ）ATPは合成されず，酸素の吸収はない。
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食細胞 特徴やはたらき

（　①　）
大形の食細胞で，組織中に分布するほか，血液中では単球として存在する。

単球は，異物が侵入すると組織に移動して（　①　）に分化し，食作用を行う。

（　②　）
食作用で取りこんだ異物の情報を，リンパ節に移動してリンパ球に提示する

ことで，適応免疫を開始させる役割をもつ。

（　③　）
通常は血管内に存在し，食細胞の中では最も数が多い。（　③　）は毛細血管

の壁を通り抜け，異物が侵入した組織で食作用を行う。

表 1

第 3 問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 4）に答えよ。

細胞の生命活動を支える体内環境は，体外に多数存在する細菌やウイルスなどのさまざまな病原

体にとっても好ましい環境である。したがって，これらを防ぐしくみがからだになければ，病原体

が体内に侵入して盛んに繁殖し，その生物を死に追いこむことさえある。

ヒトの場合，次のような三重のしくみによって，からだが守られている。まず，体内への異物の

侵入を（A）物理的・化学的防御によって防いでいる。次に，体内に侵入した異物は，（B）食細胞が行

う食作用によって排除される。この物理的・化学的防御と食作用をまとめて，自然免疫という。自

然免疫で排除しきれなかった異物に対しては，異物の種類に応じて特異的に作用する（C）適応免疫

（獲得免疫）がはたらく。

問 1　 下線部（A）について，鼻・口では異物の侵入をどのように阻止しているか，そのはたらき

を簡単に答えよ。

問 2　 下線部（B）について，次の表 1の空欄（　①　）～（　③　）を補うのに最も適切な食細

胞を答えよ。
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問 3　 下線部（C）について，次の設問（ 1）～（ 2）を答えよ。

　　　（ 1）　 リンパ球である T細胞と B細胞がつくられる（産生される）器官および分化する器

官をそれぞれ答えよ。

　　　（ 2）　 次の記述のうち，正しいものをすべて選び記号で答えよ。

（ア）食細胞が細胞外に分泌して情報伝達物質としてはたらく糖をサイトカインとよぶ。

（イ）MHC抗原（主要組織適合抗原）は，父親と母親の両方から受け継ぐ。

（ウ）形質細胞（抗体産生細胞）は，T細胞が抗原刺激を受け分化した細胞である。

（エ）B細胞の表面にある受容体は，抗体と同じ免疫グロブリンである。

（オ）  抗体は，4本のポリペプチドからなり，これらのポリペプチドはペプチド結合でつな

がっている。

（カ）B細胞が中心となって起こる，抗体による免疫反応を体液性免疫という。

問 4　 次の免疫と病気に関する記述のうち，正しいものをすべて選び記号で答えよ。

（ア）  からだに備わる免疫記憶により，構造が変化しやすいインフルエンザウイルスが再び

侵入しても速やかに排除できる。

（イ）  カンジダ菌は皮膚などに常に存在する病原性の低い真菌であるが，免疫力が低下する

と内臓に侵入して機能低下を引き起こすことがある。

（ウ）エイズの原因は，HIV（ヒト免疫不全ウイルス）というウイルスである。

（エ）  アレルギーは鼻炎などの症状だけでなく，血圧低下など生命にかかわる重篤な症状（ア

ナフィラキシーショック）を引き起こす場合がある。

（オ）花粉症は，B細胞から分泌されるヒスタミンという物質によって引き起こされる。

（カ）  弱毒化した病原体やその産物を接種し，抗体をつくる能力を人工的に高めて免疫を獲

得させる方法を血清療法という。
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第 2問　問 1から問 5の空欄を補うのに最も適切なものを（ア）から（エ）の中から一つずつ
選び，記号で答えよ。

問 1　I will stay at home if it ［     ］ tomorrow.

（ア）　is snow　　　（イ）  snows　　　（ウ）  will snow　　　（エ）  will snowy

問 2　Bill’s new project ended in failure.  He ［     ］ your advice.

（ア）must have taken　　　　（イ）  should have taken

（ウ）may take　　　　　　　（エ）  can take

問 3　My mother made me ［     ］ my room.

（ア）clean　　　（イ）  cleaned　　　（ウ）  cleaning　　　（エ）  to clean

問 4　Mary is now very diff erent from ［     ］ she was fi ve years ago.

（ア）whom　　　（イ）  which　　　（ウ）  why　　　（エ）  what

問 5　If you ［     ］ me then, I would not succeed now.

（ア）did not help　　　　　（イ）  had not helped

（ウ）would not help　　　（エ）  would not have helped
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第 5問　文中の（  A  ）から（  E  ）に補うのに最も適切なものを（ア）から（エ）の中から一
つずつ選び , 記号で答えよ。

Usually, I was so busy opening presents I forgot about time until my mother came in.  “Hurry up or 

we’ll be late for （  A  ）.” she would usually say.  I never got tired of listening to the Christmas carols in 

church such as “Silent Night” or “Joy to the World” both of which are now popular in Japan.  Sometimes, 

the priest’s talk or sermon was too long.  The （  B  ） of his sermon would usually be “Are We Forgetting 

the Re al Meaning of Christmas?”  In other words, were we thinking too much about presents, eating and 

drinking and not about （  C  ）?  Perhaps I was guilty.  One time, when his sermon was very long, my 

deaf grandmother spoke to me in what she thought was a quiet （  D  ）.  Actually her voice was very 

loud and could be heard by everyone in the church.  She said, “His sermon is too long.  Doesn’t he know 

we’re all very hungry?  I’m waiting to eat my turkey and Christmas pudding.  That’s the real meaning of 

Christmas for ME”.  Everyone smiled.  However, the poor priest’s （  E  ） turned red and he fi nished his 

sermon quite quickly after that!

（  A  ）　（ア）school （イ）library （ウ）church （エ）department store

（  B  ）　（ア）subject （イ）math （ウ）myth （エ）study

（  C  ）　（ア）economics （イ）religion （ウ）industry （エ）agriculture

（  D  ）　（ア）speech （イ）lecture （ウ）scream （エ）whisper

（  E  ）　（ア）arms （イ）legs （ウ）face （エ）back
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第 6問　次の英文を読み，問いに答えよ。

The graduation ceremony took place in a little forest on campus, and all the seniors received 

diplomas from the principal.  While he gave his speech, I was thinking about my departure from school.  

All of a sudden, my heart was fi lled with a deep sorrow.  I felt I would have to leave the people I loved, 

and leave a part of me behind with them.

When I returned to my room after the ceremony, it looked very empty.  On my desk were a letter 

that was painted in watercolors, a silver necklace and a bottle of perfume.  They were remembrances 

from my favorite roommate, Elena.

The letter began like this : “I am not going to see you because I don’t want to say sayonara.” It 

continued, “The necklace is for you.  My mother gave it to me a long time ago.  She said, ‘Elena, you are 

strong, so the outside is silver, and you shine inside, so the inside is made of crystal.’  Kana, you came all 

the way from Japan alone.  I know how strong you are.  So this is really for you.”  The perfume was the 

one she always wore.  I knew how much Elena treasured these things.

When I spoke in English, I did not try to pretend to be someone I was not, and that brought many 

people close to me in spite of my limited language skills.  And I love English for it.  I love it because it is 

a language I learned from people I love.  I still remember clearly when and how Elena taught me some 

words in our small room.

I am sad that Elena lives in the States and I live in Tokyo, but as I write my diary today in English, I 

feel she is really with me, and always will be.

問　 次の英文は上の英文内容を要約したものである。（A）から（E）に補うのに最も適当なものを

（ア）から（エ）から一つずつ選び，記号で答えよ。

Kana felt （  A  ） when she was thinking about her leaving school. Coming back to her room, Kana 

found （  B  ） things Elena had left behind on Kana’s desk.  In the letter Elena said that her mother had 

given her the （  C  ）.  Elena and Kana （  D  ） a room, and there Elena taught her some English words.  

When Kana writes her diary in English, Elena is always （  E  ）.

（ A ）　（ア） happy （イ） sad （ウ） satisfi ed （エ）bad

（ B ）　（ア） two （イ） three （ウ） four （エ）fi ve

（ C ）　（ア） necklace （イ） perfume （ウ） silver （エ）sayonara

（ D ）　（ア） cleaned （イ） bought （ウ） left （エ）shared

（ E ）　（ア） sad （イ） living in the States （ウ） in her heart （エ）in our small room
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第 1問　次の 5問を，すべて解答しなさい。

（1）　  を簡単にしなさい。

（2）　連立不等式  を解きなさい。

（3）　2次方程式  を解きなさい。

（4）　 4本の当たりを含む合計 10本のくじがある。引いたくじは戻さないものとして，2人

の人がそれぞれ 1回に 2本ずつくじを引く時，2人目の人が少なくとも 1本当たる確

率を求めなさい。

（5）　 以下の 2つの集合A，B（ aは定数）について，   のとなるとき a の
値を求めなさい。

　　  

［計算欄］
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第 2問　次の 3問を，すべて解答しなさい。

（1）　 2175 の一の位の値を求めなさい。

（2）　極限値 を求めなさい。

（3）　 2sin2 sin 1 0 0 π をみたすθを求めなさい。

［計算欄］
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第 3問　5個の数字 0，1，2，3，4 から異なる 3個の数字を選んで 3桁の整数をつくるとき，
次の問いに答えなさい。

（1）　つくられる整数は全部で何通りできるか答えなさい。

（2）　奇数は全部で何通りできるか答えなさい。

（3）　つくられるすべての整数の和はいくらになるか答えなさい。

［計算欄］
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第 4問　座標平面上に直線 と円 があるとき，次の問い
に答えなさい。

（1）　円の中心座標と半径を求めなさい。また，そのグラフを座標平面上に図示しなさい。

（2）　直線が円と異なる 2点で交わるときの aの範囲を求めなさい。

（3）　円の内部の直線の長さが 2であるときの aの値を求めなさい。

［計算欄］
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第 一 問　 次 の 問 い （ 問 一 〜 二 ） に 答 え よ 。

問 一　  ① 〜 ⑮ の 傍 線 部 の カ タ カ ナ を 漢 字 で 記 せ 。

①　 机 を セ ン リ ョ ウ す る　 　 　 　 　 　 　 ②　 ク ッ タ ク の な い 笑 顔

③　 シ ョ ウ ガ イ を 乗 り 越 え た 人 　々 　 　 ④　 シ ュ シ ョ ウ な 心 掛 け　

⑤　 好 き な ア イ ド ル に ト ウ ス イ す る　 　 ⑥　 ク ッ セ ツ 率 を 計 算 す る

⑦　 カ ン パ ツ 入 れ な い 返 事　 　 　 　 　 　 ⑧　 カ ク ト ク し た 金 メ ダ ル

⑨　 ヤ ク ド ウ す る 青 春　 　 　 　 　 　 　 　 ⑩　 コ ン タ ン の あ る 提 案

⑪　 ナ サ け は 人 の た め な ら ず　 　 　 　 　 ⑫　 ヒ セ イ キ 社 員 の 増 加

⑬　 偉 人 に シ ン ス イ す る　 　 　 　 　 　 　 ⑭　 花 を 一 輪 サ す

⑮　 セ シ ュ ウ 議 員

問 二　  ⑯ 〜 ㉚ の 傍 線 部 の 読 み を 、 ひ ら が な （ 現 代 仮 名 遣 い ） で 記 せ 。

⑯　 高 邁 な 思 想　 　 　 　 　 　 　 ⑰　 街 角 の 喧 騒

⑱　 寡 聞 に し て 知 ら な い 話　 　 ⑲　 感 染 の 趨 勢

⑳　 思 惑 が は ず れ る　 　 　 　 　 ㉑　 解 熱 剤 を 飲 む

㉒　 危 篤 の 知 ら せ　 　 　 　 　 　 ㉓　 唯 々 諾 々 と し て 従 う 部 下

㉔　 大 言 壮 語 す る 政 治 家　 　 　 ㉕　 オ リ ン ピ ッ ク の 発 祥 の 地

㉖　 前 代 未 聞 の 珍 事　 　 　 　 　 ㉗　 困 っ た 代 物

㉘　 手 足 が 凍 え る 冬 の 日　 　 　 ㉙　 ジ オ パ ー ク の 景 観

㉚　 矛 先 を 緩 め な い　

第 二 問　 次 の 文 章 を 読 み 、 後 の 問 い （ 問 一 〜 問 七 ） に 答 え よ 。

二 種 類 の グ ロ ー バ ル 化

　 少 し 前 ま で グ ロ ー バ ル 化 は 向 か う と こ ろ 敵 な し の 勢 い だ っ た 。 い ろ い ろ と 批 判 は あ っ て も 、 豊 富 な

商 品 が 安 く 買 え 、 海 外 投 資 で 企 業 は 利 益 を 得 、 経 済 成 長 に 貢 献 し 、 人 々 は 海 外 に 自 由 に 行 っ て 観 光 を

楽 し み 、 と 私 た ち に 大 き な 利 益 を も た ら し て い た 。 と こ ろ が 、 そ こ に か な り の 逆 風 が 吹 き 始 め た 。

　 世 界 中 が シ ョ ッ ク を 受 け た の は 、 二 〇 一 六 年 六 月 イ ギ リ ス の Ｅ Ｕ か ら の 離 脱 （B

ブ レ グ ジ ッ ト

rexit ） が 国 民 投 票

で 決 ま っ た こ と だ 。 間 を 置 か ず 、 ド ナ ル ド ・ ト ラ ン プ が ア メ リ カ 大 統 領 に な っ た 。 ど ち ら も 世 界 中 の

政 治 家 、 学 者 、 ジ ャ ー ナ リ ス ト な ど 、 有 識 者 、 事 情 通 と 自 任 し て い た 人 た ち の 予 想 を 覆 し た 。 そ こ に

こ の コ ロ ナ ・ パ ン デ ミ ッ ク な の だ 。 今 や 激 し い 逆 風 、 し っ ぺ 返 し の 中 に あ る グ ロ ー バ ル 化 だ が 、 私 た
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ち は こ の よ う な 流 れ を ど う 考 え る と い い の だ ろ う か 。

　 グ ロ ー バ ル 化 に は 良 い こ と も 悪 い こ と も あ る 。 単 純 な 賛 成 、 反 対 を 言 っ て も 意 味 は 無 い 。 Ａ 、

人 間 の 生 き 方 、 存 続 に 関 わ る こ と で あ る の は 間 違 い な い 。

　 私 は グ ロ ー バ ル 化 に は ⑴ 「 人 間 の 性
さ が

」 に よ る も の と 「 人 為 的 」 な も の と が あ る と 思 う 。 人 類 （ ホ モ ・

サ ピ エ ン ス ） は ア フ リ カ で 生 ま れ 、 五 万 〜 七 万 年 余 り 前 か ら 世 界 中 に 拡 が っ て い っ た と 言 わ れ る 。 そ

の 後 シ ル ク ロ ー ド に よ る 交 易 や 大 航 海 時 代 な ど 、 常 に 「 拡 が り 」 を 求 め 続 け た 。 生 物 の 中 で は ケ タ 外

れ に 大 き い 大 脳 を 持 ち 、 欲 望 、 好 奇 心 、 知 恵 を 持 っ た 生 き 物 で あ る 人 間 に と っ て は 、 食 料 に 留 ま ら ず

様 々 な も の を 求 め て 「 グ ロ ー バ ル 化 」 す る こ と は あ る 種 の 必 然 だ と 思 う 。 こ れ が 性
さ が

に よ る も の だ 。

　 一 方 、 い ま 逆 風 の 中 に あ る グ ロ ー バ ル 化 は 、 国 際 的 な 取 り 決 め で 自 由 化 を 進 め る と い っ た 人 為 的 な

部 分 だ と 考 え て い る 。 人 為 的 な も の な ら 変 え ら れ る 。「 世 界 二 制 度 」 と い う 新 し い 人 為 的 な し く み を 作 っ

て 、 グ ロ ー バ ル 化 の 弊 害 を 抑 え る こ と も で き る は ず だ 。 こ れ が で き れ ば 、 人 間 は 今 よ り ず っ と 生 き 易

く 、 お お ら か に な れ る 、 争 い も 減 る 、 そ し て よ り 多 く の 人 が 幸 せ に な り 、 不 幸 な 人 が 減 る 、 と 思 う の

だ 。

　 今 の 世 界 は い わ ば 「 Ⅰ 」 で と て も 不 安 定 な の だ 。 だ か ら そ こ に 住 ん で い る 私 た ち も 不 安 が 多

い 。 そ れ に 対 し て 「 Ⅱ 」 な 世 界 を 作 っ て み よ う 、 と い う の が 私 の 提 案 だ 。 Ⅲ な 世 界 と は 、

グ ロ ー バ ル 化 ＝ Ⅳ 化 の 過 程 で 捨 て て き た 「 生 き 物 と し て の 人 間 」 の 要 素 を 取 り 戻 す 試 み で も あ

る 。 そ し て こ の 試 み に つ い て 世 界 中 の 人 と 一 緒 に 考 え て い き た い と 思 う 。

　 ま ず は 、 人 為 的 な グ ロ ー バ ル 化 の 歴 史 を 少 し た ど っ て 問 題 を 整 理 し て み よ う 。

人 類 史 上 の 大 実 験

　 グ ロ ー バ ル 化 と い う 言 葉 が 頻 繁 に 使 わ れ る よ う に な っ た の は 一 九 九 〇 年 代 に 入 っ て か ら だ ろ う か 。

グ ロ ー バ ル 化 の 正 確 な 定 義 は な い と 思 う が 、 一 般 的 に は 物 や お 金 、 人 々 の 国 際 的 な 移 動 が 活 発 に な り 、

多 く の 国 の 間 の 経 済 的 な 結 び つ き が 深 ま っ て 、 そ れ が 文 化 、 政 治 に も 及 び 、 今 や そ の 動 き が 世 界 規 模

で 起 こ っ て い る と い っ た 意 味 だ ろ う 。

　 ⑵ そ の 背 景 と し て 、 第 二 次 大 戦 後 「 ブ レ ト ン ・ ウ ッ ズ 体 制 」 の 下 で 進 め ら れ て き た 貿 易 の 自 由 化 か

ら 資 本 取 引 の 自 由 化 、 そ し て 金 融 の 自 由 化 が 八 十 年 代 半 ば か ら 一 気 に 進 ん だ こ と 、 加 え て 九 一 年 の ソ

連 崩 壊 に よ る 東 西 冷 戦 の 終 結 、 さ ら に Ｉ Ｔ 革 命 と い っ た 、 歴 史 的 に 見 て も 大 き い 変 化 が 集 中 し て 起 こ っ

た こ と が あ る 。 こ の 流 れ が さ ら に 加 速 さ れ 今 に 至 っ て い る 。 東 西 冷 戦 の 終 結 自 体 が 経 済 や 情 報 の グ ロ ー

バ ル 化 の 結 果 と い う 面 も あ る 。

　 ブ レ ト ン ・ ウ ッ ズ 体 制 は 、 第 二 次 大 戦 後 、 各 国 の 通 貨 を 安 定 さ せ 、 自 由 な 貿 易 を 行 い 、 同 時 に 発 展

途 上 国 を 援 助 し 、 そ れ ら の 国 が 自 由 な 世 界 市 場 に 組 み 込 ま れ て い く こ と に よ っ て 、 世 界 全 体 が 経 済 的

に 発 展 す る ― ― そ の こ と が 国 際 的 な 協 力 関 係 に 基 づ く 平 和 を も た ら し 、 同 時 に 人 々 に 豊 か さ と 繁 栄 を

も た ら す 、 と い っ た 壮 大 な 構 想 に よ る も の だ っ た 。 Ｂ 、 こ の 構 想 を 具 体 化 す る た め に 作 ら れ た

機 関 が Ｉ Ｍ Ｆ （ 国 際 通 貨 基 金 ） と 世 界 銀 行 で あ り 、 Ｇ Ａ Ｔ Ｔ （ 関 税 と 貿 易 に 関 す る 一 般 協 定 ） と い う

し く み で あ っ た 。
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　 こ の 構 想 は 一 九 二 九 年 の 大 恐 慌 後 、 欧 米 列 強 が ブ ロ ッ ク 経 済 圏 を 作 っ て 保 護 貿 易 を 行 い 、 そ れ が ド

イ ツ や イ タ リ ア な ど 植 民 地 を あ ま り 持 た な い 国 を フ ァ シ ズ ム に 追 い や り 、 第 二 次 大 戦 に つ な が っ た と

い う 反 省 の も と に で き た も の だ 。 一 九 四 四 年 に 連 合 国 の 代 表 が ア メ リ カ 北 東 部 に あ る ブ レ ト ン ・ ウ ッ

ズ に 集 ま っ て 合 意 し た こ と か ら 、 こ の 名 前 で 呼 ば れ て い る 。

　 こ の 大 構 想 は 、 こ れ よ り 三 十 年 ほ ど 先 に 始 ま っ た 社 会 主 義 国 家 の 建 設 と と も に 、 経 済 の メ カ ニ ズ ム

に つ い て 人 が 考 え た 理 論 を 基 に 国 家 や 世 界 を 作 ろ う と し た 、 人 類 史 上 初 の 大 実 験 だ っ た 。 古 代 文 明 以

来 、 国 家 統 治 の た め 様 々 な し く み が 考 え ら れ 、 作 ら れ て き た 。 そ し て そ こ に は 、 フ ラ ン ス 革 命 の 自 由 、

平 等 、 博 愛 の よ う に 理 想 や 理 念 が 事 前 あ る い は 事 後 に 掲 げ ら れ て き た 。 Ｃ 、 二 十 世 紀 に 始 め ら

れ た こ の ⑶ 二 大 実 験 の よ う に 、 理 論 と メ カ ニ ズ ム が 考 え ら れ 、 そ れ を か な り 忠 実 に 実 行 し て い っ た 例

は な か っ た の で は な い か 。

　

1 個 々 に 見 る と ど ち ら の し く み に も 無 数 の 不 幸 と 悪 が あ る 。 Ｄ 、 ど ん な 体 制 に お い て

も そ れ ら を 根 絶 す る こ と は で き な い 。 そ う 考 え る と 、 実 験 と し て は 成 功 だ っ た と 言 え よ う 。

　 こ の う ち 社 会 主 義 国 家 の 方 は 、 よ り 固 く メ カ ニ カ ル な し く み だ っ た 。 ブ レ ト ン ・ ウ ッ ズ 体 制 が 個 人

の 自 由 意 思 で 回 る 市 場 経 済 を 旗 印 に し た の に 対 し て 、 こ ち ら は 中 央 集 権 的 に 意 思 決 定 を す る 計 画 経 済

だ 。 人 間 と い う の は 厄 介 な 生 き 物 で あ る 。 生 き て い け る な ら そ れ 以 上 の こ と は し な い と い う 生 き 物 の

面 と 、 手 に 入 る も の が 増 え る と も っ と 欲 し が る と い う ヒ ト 特 有 の 面 の 両 方 を 一 人 の 中 に 持 つ 。 し か も

社 会 主 義 国 家 で は 、 組 織 、 国 家 、 そ れ を 動 か す 権 力 者 た ち が 社 会 の 中 で 上 位 に 位 置 付 け ら れ 、 そ れ ら

の 利 害 と 維 持 が 、 庶 民 の 欲 求 よ り 優 先 さ れ る 。 だ か ら 生 き 物 で あ る 人 間 と こ の 固 い メ カ ニ ズ ム と は 折

り 合 い が つ か な く な っ て い っ た 。 結 局 、 こ ち ら は 約 七 十 年 間 で 実 験 終 了 と な っ た 。

自 己 増 殖

4 4 4 4

を 続 け る 世 界 経 済

　 一 方 、 ア メ リ カ の ブ レ ト ン ・ ウ ッ ズ で 設 計 図 が 描 か れ た 実 験 は ど う な っ て い る だ ろ う か 。

　 オ リ ジ ナ ル な ブ レ ト ン ・ ウ ッ ズ 体 制 は 、 一 九 七 一 年 の ニ ク ソ ン ・ シ ョ ッ ク ＝ 金 と ド ル の 交 換 停 止 を

経 て 一 九 七 三 年 、 固 定 相 場 制 か ら 変 動 相 場 制 へ 移 行 し た こ と で 幕 を 閉 じ た 。 ま た Ｇ Ａ Ｔ Ｔ は 一 九 九 五

年 に Ｗ Ｔ Ｏ （ 世 界 貿 易 機 関 ） に 移 行 し 体 制 が 強 化 さ れ た も の の 、 二 〇 〇 一 年 に 始 ま っ た 新 多 角 的 貿 易

交 渉 （ ド ー ハ ・ ラ ウ ン ド ） は 先 進 国 と 新 興 国 間 の 対 立 な ど に よ り 現 在 で も 妥 結 を み て い な い 。 そ の 間

に 経 済 連 携 協 定 （ Ｅ Ｐ Ａ ） あ る い は 自 由 貿 易 協 定 （ Ｆ Ｔ Ａ ） な ど の 二 国 間 の 貿 易 協 定 や 環 太 平 洋 戦 略

的 経 済 連 携 協 定 （ Ｔ Ｐ Ｐ ） な ど の 地 域 間 協 定 が 多 く 結 ば れ る よ う に な り 、 当 初 掲 げ ら れ た 柱 が 大 き く

揺 ら い で い る 。

　 さ ら に 、 二 〇 一 三 年 、 中 国 は 現 代 版 シ ル ク ロ ー ド と も 言 え る 「 一 帯 一 路 」 構 想 を 掲 げ て 、 ア ジ ア イ

ン フ ラ 投 資 銀 行 （ Ａ Ｉ Ｉ Ｂ ） の 設 立 を 提 唱 。 日 米 以 外 の 世 界 の 主 要 国 が 賛 同 す る な ど 、 ブ レ ト ン ・ ウ ッ

ズ 構 想 を 具 体 的 に 進 め て き た 国 際 機 関 や 国 際 的 な 議 論 を す る 場 の 在 り 方 に つ い て も 、 大 き な 曲 が り 角

に 来 て い る 。

　 ⑷ こ の よ う な 状 況 に あ る も の の 、 近 代 経 済 理 論 と そ の 前 提 に 基 づ い て 、 人 々 の 欲 求 と 自 発 的 な 活 動

が 最 大 限 生 か さ れ る よ う な し く み を 作 り 、 加 速 度 的 に 進 歩 す る 科 学 技 術 を テ コ に し て 、 資 本 主 義 と 各
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国 経 済 は 急 速 に 発 展 、 拡 大 し た 。 そ し て 今 や 、 旧 社 会 主 義 国 も 呑 み 込 ん で 世 界 の ほ ぼ す べ て の 国 が 自

由 化 、 グ ロ ー バ ル 化 と い う 流 れ の 中 に い る 。 こ の シ ス テ ム が 意 図 し た と お り 、 世 界 経 済 は 、 経 済 成 長

と そ れ を 維 持 ・ 加 速 し よ う と す る 国 家 の 政 治 判 断 が 相 ま っ て 爆 発 的 な 自 己 増 殖 を 続 け て い る の だ 。 グ

ロ ー バ ル 化 と い う 言 葉 は 、 こ の 状 況 を あ る 面 か ら 表 現 し た も の と 言 え る だ ろ う 。

　 グ ロ ー バ ル 化 と い う 面 か ら 見 る と 、 二 つ の 実 験 は ど ち ら も 同 じ 方 向 を 目 指 し て い た 。 「 鉄 の カ ー テ

ン 」 を は さ ん で 西 と 東 で 政 治 的 な 勢 力 拡 大 （ 自 ら の 体 制 の グ ロ ー バ ル 化 ） に 鎬
し の ぎ

を 削 っ て き た が 、 最 後

は グ ロ ー バ ル 化 に お い て も 人 々 の 自 由 意 思 が 官 僚 に よ る 中 央 集 権 的 な 意 思 決 定 を 圧 倒 し た と い う こ と

だ ろ う 。

　 こ こ で 、 こ の 章 の 中 心 課 題 に 関 わ る 大 事 な 視 点 を 書 い て お き た い 。

　 先 に 、 人 間 は 生 き 物 と ヒ ト 特 有 の 両 方 の 顔 を 持 つ と 述 べ た 。 私 は こ こ ま で 進 ん で き た 市 場 経 済 、 経

済 成 長 、 グ ロ ー バ ル 化 は 主 に 「 ヒ ト 特 有 」 の 面 を 推 進 力 に し た も の だ と 思 う 。 Ｅ 、 冒 頭 に 述 べ

た 「 逆 風 」 は 、 そ の 結 果 生 じ 、 圧 縮 さ れ て き た 人 間 の 「 生 き 物 」 の 面 の 爆 発 だ と 思 う 。

（ 加 藤 秀 樹 『 ツ ル ツ ル 世 界 と ザ ラ ザ ラ 世 界 ・ 世 界 二 制 度 の す す め 』 よ り　 一 部 表 記 を 改 め た ）

問 一　  Ａ 〜 Ｅ の 空 所 を 補 う の に 最 も 適 当 な 語 を 次 の 中 か ら 選 び 、 そ の 記 号 を 記 せ 。

（ 複 数 使 用 可 ）

　 　 ア　 し か し　 　 イ　 そ し て

問 二　  傍 線 部 ⑴ 「 人 間 の 性
さ が

」 と あ る が 、 筆 者 は 人 間 の ど の よ う な こ と を 性
さ が

と い っ て い る の か 、 説 明 せ よ 。

問 三　  Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ の 空 所 を 補 う の に 最 も 適 当 な 語 を 次 の 中 か ら 選 び 、 そ の 記

号 を 記 せ 。 （ 複 数 使 用 可 ）

　 　 ア　 ツ ル ツ ル　 　 イ　 ザ ラ ザ ラ

問 四　  傍 線 部 ⑵ 「 そ の 背 景 と し て 」 と あ る が 、 そ の 背 景 と は 何 か 、
4 つ 記 し な さ い 。

問 五　  傍 線 部 ⑶ 「 二 大 実 験 」 と は 何 か 、 十 字 以 内 で 文 中 か ら
2 つ 抜 き 出 し な さ い 。
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問 六　  次 の ⑴ 〜 ⑷ の 文 章 は

1 の 部 分 に 入 る 文 章 で あ る 。 意 味 の 通 る 文 章 に な る よ う に ⑴ 〜 ⑷ を

並 べ 替 え て 解 答 欄 に 記 せ 。

　 ⑴ し か し 全 体 と し て み れ ば 、 実 験 に 積 極 的 に 参 加 し た 国 は 経 済 的 な 発 展 を 遂 げ 、 多 く の 国 民 は 経 済

的 な 豊 か さ と 社 会 的 な 安 定 を 手 に 入 れ 、 少 な く と も 七 十 年 間 世 界 大 戦 は 避 け て こ ら れ た 。

　 ⑵ し た が っ て 、 ど ち ら の 実 験 も 設 計 図 通 り に は い か な い 。 常 に 妥 協 や 修 正 や 歪 み と と も に 進 ん で き た 。

　 ⑶ も ち ろ ん 、 個 人 も 組 織 も 国 家 も そ れ ぞ れ 考 え 方 や 目 的 が 異 な る 。 利 害 も 対 立 す る 。

　 ⑷ 組 織 が 大 き く 複 雑 に な れ ば い つ の 時 代 、 ど ん な し く み に も 官 僚 主 義 が は び こ る し 、 権 力 に し が み

つ い た り 自 分 の 利 益 を 優 先 す る と い っ た 傾 向 が 強 ま る 。

問 七　  傍 線 部 ⑷ 「 こ の よ う な 状 況 」 と は 何 を 指 す か 、 説 明 せ よ 。
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第 三 問　 次 の 文 章 を 要 約 し て 、 大 意 及 び 自 ら の 考 え を 二 百 字 以 内 で 記 せ 。

　 計 画 を 立 て る た め に 欠 か せ な い の が 「 締 め 切 り 」 で す 。 締 め 切 り に も さ ま ざ ま あ っ て 、 必 ず 守 ら な

け れ ば な ら な い 締 め 切 り や 、 交 渉 次 第 で 変 更 で き る も の も あ り ま す 。 だ か ら 、 仕 事 を 指 示 さ れ た と き

に は 、 必 ず 「 い つ ま で に 完 成 さ せ る の か 」 を 確 認 し た り 、 交 渉 し た り し な く て は い け ま せ ん 。 そ れ が

決 ま っ た ら 、 ゴ ー ル か ら 逆 算 し て 仕 事 を 組 み 立 て る の で す 。

　 た と え ば 、 「 1 週 間 で 営 業 先 50 社 の 販 売 状 況 を リ ポ ー ト せ よ 」 と い う 指 示 が あ っ た と し ま す 。 ま ず 、

こ の 仕 事 を 遂 行 す る た め に 、 何 を し な け れ ば な ら な い の か を 考 え ま す 。 販 売 数 値 の 調 査 ・ 集 計 、 分 析 、

執 筆 、 図 版 作 成 な ど や る べ き こ と が わ か っ た ら 、 そ れ ぞ れ を い つ ま で に 終 わ ら せ れ ば 間 に 合 う か を 逆

算 し な が ら 日 程 を 組 ん で い き ま す 。

　 こ こ で 注 意 し て ほ し い の は 、 何 も 、 す べ て 自 分 で や る 必 要 は な い と い う こ と で す 、 「 自 分 が 仕 事 を

し な く て 済 む 方 法 は な い だ ろ う か ？ 」 と 考 え て み る の で す 。 も し も 、 数 値 入 力 が 膨 大 で あ れ ば 、 そ の

仕 事 は 専 門 業 者 に 委 託 し た ほ う が 効 率 的 か も し れ ま せ ん 。 仕 事 に 余 裕 が あ る 同 僚 が い れ ば 、 手 伝 っ て

も ら え る か も し れ ま せ ん 。

　 ま た 、 「 作 業 の や り 方 を 誰 に 聞 い た ら い い か ？ 」 を 考 え る の も 有 効 で す 。 も し か し た ら 、 先 輩 が か

つ て 同 じ リ ポ ー ト を 作 成 し て い る か も し れ ま せ ん 。 で あ れ ば 、 そ の リ ポ ー ト を 見 せ て も ら う こ と で す 。

販 売 数 値 を 入 力 す る フ ォ ー マ ッ ト を そ の ま ま 流 用 す る こ と が で き る か も し れ ま せ ん し 、 先 輩 の 分 析 方

法 を 参 考 に す れ ば 、 自 分 で 一 か ら 考 え る よ り も 早 く 仕 事 を 進 め る こ と が で き る は ず で す 。

　 こ の よ う に 、 計 画 を 立 て る と き に は 、 効 率 化 し う る あ ら ゆ る 可 能 性 を 探 る よ う に し て く だ さ い 。

こ れ を 、 私 は 「 仕 事 は 考 え て か ら 」 と 表 現 し て い る の で す 。

　 そ し て 、 計 画 が 固 ま っ た ら 、 デ ッ ド ラ イ ン に 向 か っ て 遮 二 無 二 、 自 分 を 追 い 込 ん で い く の で す 。 成

り 行 き で 仕 事 を す る よ り も 、 確 実 に 早 く 、 高 い 品 質 の 仕 事 が で き ま す 。

　 こ の よ う に 、 仕 事 を す る 上 で は 、 締 め 切 り を 意 識 す る こ と が 重 要 で す 。 締 め 切 り と は 、 い わ ば 「 制

約 」 の こ と で す 。 不 自 由 を 強 い ら れ ま す か ら 、 人 は 誰 し も こ れ を 嫌 い ま す 。 し か し 、 私 た ち は 制 約 が

あ る か ら こ そ 、 知 恵 を 絞 ろ う と す る の で す 。 い や 、 知 恵 を 絞 ら ざ る を 得 な い と い う べ き か も し れ ま せ ん 。

　 「 時 間 が 足 り な け れ ば 、 残 業 す れ ば い い 」 「 締 め 切 り ギ リ ギ リ で も 間 に 合 え ば い い 」 。 こ の よ う な 考

え 方 で は 、 決 し て い い 仕 事 は で き ま せ ん し 、 君 を 鍛 え て も く れ ま せ ん 。 そ の 結 果 、 長 時 間 労 働 の 罠
わ な

に

落 ち て し ま う の で す 。

（ 佐 々 木 常 夫 『 働 く 君 に 贈 る 25 の 言 葉 』 よ り　 一 部 表 記 を 改 め た ）
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